
NO 会計 款 項 目 施策 事務事業名 担当課
主要
施策
対象

うち多
額の
経費
対象

①事務事業の概要
②課題

28年度決
算額［千
円］

29年度決
算額［千
円］

総合評価
①評価の理由
②平成30年度に取組む改革・改善内容

30年度予
算額［千
円］

1 一般 2 1 4
412効率的で健全な
行財政運営の推進

文書管理に要する経費 総務課 　　

①適正な文書管理を行う。また、複写機の適正な使用につ
き指導し、事務の効率化や経費削減を行う。
②複写機の使用状況等を把握し、適所に設置することが求
められる。

72,080 74,021
6精査・検
証

①複写機は、平成２９～３４年度の長期継続契約であり、次
回（平成３５年度）契約時に、より効果的な設置場所や機器
を検証する必要があるため。
②複写機の適正な使用に関し、周知を行う。

73,557

2 一般 2 5 1
412効率的で健全な
行財政運営の推進

統計事務に要する経費 総務課 　　

①関係機関から必要なデータを収集し、統計かまがやを市
のホームページ等で公表する。
②市の現状やこれからの動きがより把握しやすい統計情報
の提供が求められる。

1,216 1,216
6精査・検
証

①必要性の高い統計情報をより利用しやすい形で提供する
必要があるため。
②市のHPリニューアルに伴い、市の統計情報についても市
民や関係機関が利用しやすい提供手法等を検討する。

1,219

3 一般 2 5 2
412効率的で健全な
行財政運営の推進

諸統計調査事務に要する経費 総務課 　　
①国の基幹統計調査等を実施する。
②統計調査員の高齢化により、調査員が減少するなど調査
環境が年々厳しくなってきている。

3,162 1,753
6精査・検
証

①登録調査員数が減少しており、引き続き調査員確保が必
要であるため。
②平成２７年国勢調査の調査員を中心に、継続的に統計調
査業務ができる新たな調査員を確保する。

5,653

4 一般 13 2 5
412効率的で健全な
行財政運営の推進

特定防衛施設周辺整備調整交付金事
業基金積立に要する経費

総務課 　　

①国から交付される特定防衛施設周辺整備調整交付金を
基金として管理する。
②基金の運用の仕方など、国（防衛省）等の方針転換により
急な対応を求められることがある。

51,910 58,154
6精査・検
証

①基金を充当する事業（予防接種事業）の内容等について
検証する必要があるため。
②北関東防衛局の担当職員と密に連絡をとり、情勢の変化
にすぐに対応できるようにする。

63,004

5 一般 2 1 2
412効率的で健全な
行財政運営の推進

人事管理に要する経費 総務課 　　
①採用・昇任試験の実施の他、人員の相談・管理・フォロー
等に関する事務を行う。
②戦略的な採用試験を実施していく必要がある。

39,224 38,735
6精査・検
証

①戦略的な採用試験を実施するため、試験方法の変更等
を行ったが、質の高い人材を継続的に採用していくために
は、さらなる検証・改善が必要なため。
②引き続き戦略的な採用試験の検証・実施、また、定員の
適正管理のため再任用制度の検証を行う。

35,283

6 一般 2 1 2
412効率的で健全な
行財政運営の推進

職員研修に要する経費 総務課 ○ 　　

①人材育成基本方針に基づき、人材育成のため全職員に
対して、それぞれに求められる各種研修を実施し、職員の能
力開発を実現する。
②改定した人材育成基本方針に基づいた研修計画の見直
しとその計画を実施していく必要がある。

3,384 3,224
6精査・検
証

①人材育成基本方針に基づき職員が必要な能力を身につ
けるため、研修・能力開発を実施する必要があるため。
②人材育成基本方針に基づき、人材育成を実現していくた
め、研修計画の見直しとその計画の実施を行う。

3,511

7 一般 2 1 2
412効率的で健全な
行財政運営の推進

福利厚生に要する経費 総務課 　　

①職員の健康相談・定期健診等の実施の他、人間ドックや
部活動の助成、地下休憩コーナーや屋上喫茶の運営等、福
利厚生に関する事務を行う。
②職員の健康相談・定期健診・人間ドックの受診率向上・地
下休憩コーナーや屋上喫茶室の運営を継続し、福利厚生を
図る。

5,604 6,626
6精査・検
証

①定期健診・人間ドック等の受診率は28年度の93.2％に対
して29年度は93.7％となったが、引き続き受診率の向上を図
る必要があるため。
②引き続き職員の健康相談・定期健診・人間ドックの受診を
より促進することで心身の健康保持増進を図る。

8,741

8 一般 2 1 2
412効率的で健全な
行財政運営の推進

給与管理に要する経費 総務課 　　

①職員の給与・手当・共済費の計算・支出・管理・調査・適正
化に関する事務を行う。
②人事院勧告・千葉県人事委員会勧告に基づき、財政状
況・近隣市の状況を勘案した給与の適正化を図る。

2,244 2,269
6精査・検
証

①システムを利用することで給与等の事務処理は迅速に行
えており、今後も引き続き事務効率の向上及び人件費の適
正化を図る必要があるため。
②人事院勧告・千葉県人事委員会勧告に基づき、財政状
況・近隣市の状況を勘案した給与の適正化を行う。

2,325

9 一般 2 1 10
412効率的で健全な
行財政運営の推進

情報推進に要する経費 総務課 　　 　　

①庁内行政事務処理において、情報システム及び情報通信
システムを利活用することにより、事務の効率化、高度化、
情報の共有化を行う。
②システムのライフサイクルの適正実施と社会情勢の変化
に対応し、安定した稼働を保持することが課題。

43,618 81,454
6精査・検
証

①行政事務を行う上で、情報システム及び情報通信ネット
ワーク等ICTの利活用は必要不可欠であり、随時検証が必
要である。
②第四次LGWANに対応し、LGWANネットワークにおける
サービスを円滑に利用できるようにする必要がある。

85,419

10 一般 2 1 10
412効率的で健全な
行財政運営の推進

オンライン業務に要する経費 総務課 　　 　　

①住民情報関連業務、地方税業務、国民健康保険事務等
の基幹系業務について、安定稼働を図る。
②基幹系業務システム等にかかるサービス水準の維持、向
上と安定稼働が課題。

14,069 20,439
6精査・検
証

①安定した基幹系業務システムの稼働が保持されるために
は随時新しいシステム及び機器のサイジングや新しい技術
の導入可否判断が必要である。
②基幹系ネットワークを安定稼働させるため、情報提供依
頼に基づいてリプレイス費用の積算を行い、予算計上の検
討を行う。

12,879
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11 一般 2 1 8
412効率的で健全な
行財政運営の推進

企画事務に要する経費 企画財政課 　　

①「総合基本計画」のそれぞれの目標を達成するため、各部
門間の調整、進行管理等を行うもの。
②少子高齢化の進展に伴う扶助費や公債費の増加、人口
減少等に向け、地方創生や行財政改革、地域活性化等を推
進する必要がある。

1,139 1,565
6精査・検
証

①第４次実施計画や総合戦略に係る各種取組みなど、行政
評価の結果等を踏まえ、推進していく必要があるため。
②第４次実施計画や総合戦略に掲げた事業を着実に実施
していく。また、市の知名度向上や流入人口の増加を図る
ため、昨年度に続き、婚活イベントを実施していく。

1,609

12 一般 2 1 5
412効率的で健全な
行財政運営の推進

財務管理に要する経費 企画財政課 　　

①財務管理を効果的・効率的に行うため、システム運用や
国・県等との調整、ふるさと納税返礼品事業を行うもの。
②予算編成や伝票起票時における職員の理解を深める必
要がある。ふるさと納税返礼品事業に関し国から見直しの通
知が出ている。

12,516 12,358
6精査・検
証

①財務管理について、常に効率化が必要である。
②職員の理解を深めるため、新規採用職員等への説明な
どを行う。新地方公会計制度について活用方策の検討を行
う。
ふるさと納税返礼品事業について、返礼品の追加等を適宜
検討する。

17,029

13 一般 12 1 1
412効率的で健全な
行財政運営の推進

借入金元金償還金に要する経費 企画財政課 　　
①借入に伴う元金償還を行うもの。
②ここ数年重点化を図った施設整備等により、今まで以上に
計画的な公債費推計及び返済計画が必要である。

2,353,669 2,588,039
6精査・検
証

①地方債活用の必要性等について、常に検証する必要が
ある。
②「地方債の総合的管理方針」等に基づき、公債費の増に
対応する。

2,799,422

14 一般 12 1 2
412効率的で健全な
行財政運営の推進

借入金利子償還金に要する経費 企画財政課 　　
①借入に伴う利子償還を行うもの。
②ここ数年重点化を図った施設整備等により、今まで以上に
計画的な公債費推計及び返済計画が必要である。

275,074 245,330
6精査・検
証

①地方債活用の必要性等について、常に検証する必要が
ある。
②「地方債の総合的管理方針」等に基づき、公債費の増に
対応する。

259,920

15 一般 13 2 1
412効率的で健全な
行財政運営の推進

財政調整基金積立に要する経費 企画財政課 　　

①予期しない収入減少や支出増加等に備え、長期的視野に
立った財政運営を行うため、基金に積立を行うもの。
②年度末残高「18億円以上」という目標を上回る基金残高で
あるが、引き続き目標をクリアする必要がある。（29年度末
残高：約22億円）

999,360 783,813 7拡充

①少子高齢化等による不透明な財政状況も考慮のうえ、可
能な限り基金残高を増やしておく必要がある。
②標準財政規模の10％である18億円以上の年度末基金残
高を確保する。

73

16 一般 13 2 2
412効率的で健全な
行財政運営の推進

減債基金積立に要する経費 企画財政課 　　

①地方債の償還に必要な財源を計画的に確保するため、基
金に積立を行うもの。
②公債費の増が見込まれているため、計画的且つ確実な積
立が必要である（29年度末残高約22億円）。

300,824 301,572 7拡充

①将来的な公債費の増額に対応するため、基金残高を確
保しておく必要がある。
②「地方債の総合的管理方針」に基づき、減債基金への積
立を確実に行う。

51,536

17 一般 13 2 3
412効率的で健全な
行財政運営の推進

公共施設整備基金積立に要する経費 企画財政課 　　

①公共施設の計画的かつ効率的な整備及び維持管理を行
うため、基金に積立を行うもの。
②「公共施設の長寿命化方針」に基づき、積極的な積立てを
行う必要がある（29年度末残高約5億円）。

100,194 50,105 7拡充

①「公共施設の長寿命化方針」に基づき、予防保全に対応
するため、一定程度の基金残高を確保しておく必要がある。
②「公共施設等総合管理計画」を踏まえた財源対応を図る
ため、積立を行う。

50

18 一般 13 2 4
412効率的で健全な
行財政運営の推進

ふるさと基金積立に要する経費 企画財政課 　　
①ふるさと基金について、国債等により運用を実施するも
の。
②計画的な基金運用を行っていく必要がある。

28 2,015
6精査・検
証

①計画的な基金運用の精査・検証を継続していく必要があ
るため。
②計画的な基金運用を行う。

3

19 一般 2 1 1
412効率的で健全な
行財政運営の推進

秘書事務に要する経費 秘書広報課 　　

①市長、副市長の執務にあたっての秘書業務及び栄典・表
彰に関する事務、市長会に関する調整等を行う。
②秘書業務を正確かつ効率的に行う必要がある。市政功労
者を確実に表彰するため、庁内に制度の周知を図る。

3,015 3,223
6精査・検
証

①市民ニーズの多様化及び市民協働の活発化に対応する
ため、秘書事務の正確性をより向上させる必要がある。
②複数でのチェック体制の徹底や業務知識の向上を図る。
表彰対象者の要件を確認し、的確に推薦事務を執り行う。

5,901

20 一般 2 1 5
412効率的で健全な
行財政運営の推進

工事検査に要する経費 契約管財課 　　
①鎌ケ谷市工事検査要領に基づき、工事検査を実施する。
②公共事業の透明性が問われるようになり、契約履行の確
保の重要性が高まっている。

371 357
6精査・検
証

①引き続き契約の履行が確保できているか確認するため。
②工事の適正な履行と工事目的物の良好な品質確保に努
める。

476

21 一般 2 1 7
412効率的で健全な
行財政運営の推進

庁舎管理に要する経費 契約管財課 　　

①庁舎施設の適切な維持管理や主要設備に関する保守点
検を行う。
②施設や設備の老朽化が進行しており、市民サービスが低
下しないよう適宜維持管理を執行する必要がある。

107,300 118,839
6精査・検
証

①継続して施設や設備を使用するため。
②市民サービスの低下防止と来庁者の安全に配慮しつつ、
快適に庁舎を利用できるよう努める。

117,462

22 一般 2 1 7
412効率的で健全な
行財政運営の推進

庁用車管理に要する経費 契約管財課 　　

①庁用車の適切な維持管理や車両に関する保守点検を行
う。
②老朽化した庁用車が増えているため、庁用車の運行が安
全に行えるよう適宜維持管理を執行する必要がある。

55,649 65,932
6精査・検
証

①公用車更新基準を作成したため。
②車両の長寿命化及び適正な車両管理を継続するため、
車両の不具合、故障個所の早期発見に努める。

54,902
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23 一般 2 1 7
412効率的で健全な
行財政運営の推進

財産の取得等に要する経費 契約管財課 　　

①普通財産土地の維持管理及び公売による土地の売り払
いを行う。
②土地の売り払いについては、買取要望者が現れないた
め、所有する普通財産用地が増加している。

2,017 2,280
6精査・検
証

①普通財産用地の売り払いや土地活用など有効利用する
ための検討を行う必要があるため。
②除草などを行い、適正な維持管理を行う。遊休土地につ
いては、有効活用を図る手法について検討を行っていく。

2,197

24 一般 2 1 7
412効率的で健全な
行財政運営の推進

旧第二学校給食センター他建物解体事
業

契約管財課 ○ ○

①旧第二学校給食ｾﾝﾀｰ及び旧ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｾﾝﾀｰの跡地につ
いて、浸水対策として、排水路を整備する為、建物を解体す
る。
②施設が近隣住宅に隣接しているため、慎重に工事を行
う。また、アスベストの除去作業に時間を要したが、速やか
に工事を完了させ、周辺住民の不安を取り除く。

0 53,642
6精査・検
証

①工事が適正に進捗しているか確認するため。
②周辺住民への影響を最小限に抑え、工事を完了させる。

110,645

25 一般 2 2 1
412効率的で健全な
行財政運営の推進

市税の賦課等に要する経費 課税課 　　

①税務の研究や他市との情報交換を行い、変化する税制に
対応できるように改善を行っていく。
②電子化の進展により、実務形態が大きく変化していること
から、さらなる工夫や改善が必要である。

12,081 12,435
6精査・検
証

①税務行政について調査研究を行い、複雑化する税制度
に対して対処する必要があるため。
②他市との積極的な意見交換や各種研究会に参加し、職
員の税務知識の向上を図る。

12,388

26 一般 2 2 2
412効率的で健全な
行財政運営の推進

市民税課税事務に要する経費 課税課 　　

①地方税法や市税条例に基づき、納税義務者にとって公平
公正な税負担とするため適正な課税を実施する。
②正確かつ効率的・効果的な実施のために今後も推進して
いく必要がある。

47,477 49,162
6精査・検
証

①税制改正など、社会情勢の変化に留意し、常に見直しを
検討し、公平性を保っていく必要があるため。
②特別徴収義務者に個人情報保護のための漏洩対策とし
て紙での通知に代えて電子的な通知を実施するとともに圧
着式の通知書に変更する。

49,631

27 一般 2 2 2
412効率的で健全な
行財政運営の推進

諸税課税事務に要する経費 課税課 　　

①窓口での申請及び軽自動車検査協会等からの異動届に
より、新規登録・変更・廃車の処理を行い、賦課。法人の登
録等を行い、申告書により法人市民税を賦課する。
②転出、再転入等の異動が多いため、納税義務者の適正
把握。法人の実態把握、申告の指導をすすめていく必要が
ある。

8,281 8,340
6精査・検
証

①関係機関、各市町村との連携を密にし、円滑な税務運営
により適正な課税をする必要があるため。
②課税客体を適正に把握し、公平・公正な課税に努めてい
く。

8,903

28 一般 2 2 2
412効率的で健全な
行財政運営の推進

固定資産税課税事務に要する経費 課税課 　　

①登記情報、各課からの情報提供、システム等を活用し、客
体の把握、調査、評価を行い、義務者に対して賦課する。
②評価の均一化のために職員間の情報交換、技術均衡を
図り、公平かつ効率的な調査、評価事務を進める必要があ
る。

53,100 31,087
6精査・検
証

①効率的に適正、公平な賦課を行っているが、システムの
改善を行い、一層業務を効率的に進める必要がある。
②評価の精度向上のための情報の交換、共有化。地図情
報システム、電算システムの習熟や改善を図る。

31,287

29 一般 2 2 2
412効率的で健全な
行財政運営の推進

税務地図情報システムに要する経費 課税課 　　

①航空写真、地図（地番図、家屋位置図、住宅地図等）課税
台帳等と関連する各種データを加工・管理し、表示するシス
テムによる固定資産の評価を行う。
②地図情報の正確性の維持、及びシステム改善の必要性
について検討していく必要がある。

20,324 19,053
6精査・検
証

①土地分合筆による加筆・修正、新築・滅失家屋情報等の
更新を引き続き行い、不突合・誤り・変更等の確認技術の向
上を図る。
②引き続き固定資産の異動によるシステムの更新を行い、
正確性を維持することで、適正な課税に努めていく。

21,687

30 一般 2 2 1
412効率的で健全な
行財政運営の推進

市税の徴収等に要する経費 収税課 ○ 　　
①市税の徴収に必要な滞納整理（督促、催告、納付相談
及び滞納処分）を行う。
②動産等の捜索・差押・公売の円滑な実施。

7,915 6,915
6精査・検
証

①さらに効果的な運用を図るために差押えるべき財産を選
定する力をつける必要がある。
②滞納処分の手続きにかかる習熟度を高め、効率的な運
用を図るために差押えるべき財産を選定する。

16,258

31 一般 2 2 2
412効率的で健全な
行財政運営の推進

徴収事務に要する経費 収税課 　　
①市税の徴収に必要な収納管理、期限内納付推進を行う。
②口座振替利用の促進、納税推進のPR強化及び新しい収
納方法の整備。

81,922 97,397
6精査・検
証

①対応コンビニの拡充、並びにペイジ―登録の取り組み強
化による期限内納付を推進する必要がある。
②新たなPR方法の開拓及び収納環境を整備する。

89,275

32 一般 2 3 1
412効率的で健全な
行財政運営の推進

戸籍住民基本台帳事務に要する経費 市民課 　　

①戸籍の各種届出の受理及び管理、転入等の異動届に基
づいた帳簿の作成及び整備、印鑑登録申請受理及び証明
書発行。
②正確な事務処理を行い、質の高い公証内容を確保する。

110,692 91,339
6精査・検
証

①法定受託事務及び市の責務として行う事務であることか
ら、より正確な事務を精査・検証する必要がある。
②これまでの事務水準は維持しつつ、事務処理の正確性と
迅速性を向上させる。

102,113

33 一般 2 3 1
412効率的で健全な
行財政運営の推進

戸籍等データ移行事業 市民課 ○ ○

①電算化された戸籍等のデータを新たな事業者に移行す
る。
②データ移行後、最適な電子環境を維持するとともに戸籍
事務に係る正確性を確保する必要がある。

0 37,985 1終了
①新事業者への戸籍等のデータ移行が完了し、サポート体
制の充実、システムの操作性の簡素化を実現したため。
②無し

0
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34 一般 10 1 1
412効率的で健全な
行財政運営の推進

教育委員会運営に要する経費 教育総務課 ○ 　　

①定例会を開催し、鎌ケ谷市の教育方針や教育行政にか
かる議決事項を審議し決定している。
②教育に携わる者の意欲や達成感の向上を図り、鎌ケ谷市
の教育行政を推進することが課題である。

2,243 2,240
6精査・検
証

①鎌ケ谷市の教育行政の発展のため、的確な情報や学校
の課題を引き続き把握する必要がある。
②教育委員会の更なる活性化を図るため、引き続き学校や
教育機関との意見交換の機会の場を設ける。

2,320

35 一般 10 1 2
412効率的で健全な
行財政運営の推進

教育委員会事務局の運営に要する経費 教育総務課 　　

①鎌ケ谷市の教育行政の向上を図るため、教育行政の総
括的事務及び教育施策の調整を行う。
②各担当課との連携を密にして業務を実施し、教育委員会
の活動を市民に周知し、関心を高めることが課題である。

4,146 3,905
6精査・検
証

①教育行政に関する事務及び調整を図るため、情報共有・
連携を図る必要がある。
②地域住民の意向を踏まえ、地域に根ざした教育行政を展
開する。

3,989

36 一般 10 5 3
412効率的で健全な
行財政運営の推進

旧第一学校給食センター建物解体事業 学校教育課 ○ ○

①新給食センターの稼働により、旧第一学校給食センター
跡地について、新たな目的に活用するため建物解体を実施
する。
②解体工事実施に伴う調整及び解体後の管理の対応につ
いて関係各課と協議する。

0 82,745 1終了
①平成２９年度に建物解体が完了したため。
②平成３０年度事業なし。

0

37 一般 2 1 6
412効率的で健全な
行財政運営の推進

出納事務に要する経費 会計課 　　

①領収済通知書等による収入票の作成や、各課の支出伝
票、調定票等の審査後に支払手続きを行う。
②近隣市で運用されている財務会計システムの電子決裁化
導入も視野に入れ、伝票のペーパーレス化の実現に向けた
検討が必須である。

3,954 4,125
6精査・検
証

①地方自治法１７１条により、出納員及び会計職員の設置
が定められている。今後は状況変化に対応した、より一層
の伝票審査や支払手続きの効率化が求められる。
②効率的且つ迅速な出納事務が行えるよう、情報の共有化
及び業務のマニュアル化を図る。

5,008

38 一般 2 6 1
412効率的で健全な
行財政運営の推進

監査委員事務局の運営に要する経費 監査委員事務局 　　

①定例監査・例月現金出納検査の実施、及び決算審査・財
政健全化審査を行う。
②事務の合理化、適正化、効率化といった視点に立った監
査を執行すること。

1,547 1,502
6精査・検
証

①地方自治法で定められているため。
②監査対象事務の問題点を把握し、効率的・合理的な行政
運営を図れるよう、監査を実施していく。

1,550

39 一般 1 1 1
412効率的で健全な
行財政運営の推進

議会事務局の運営に要する経費 議会事務局 ○ 　　

①憲法で保障された議決機関である議会の円滑な運営を行
うため、その事務を所掌する議会事務局の運営に要する経
費。
②地方分権の進捗に伴い、議会活動の透明性の確保と内
容の周知と併せて、新たな政策提案が求められている。

24,806 24,995
6精査・検
証

①より効率的かつ効果的な議会運営の実現に向け、引き続
き改善等の検討を行うため。
②議会運営を円滑に進めるとともに、議会活動等の透明性
を確保するため、効果的な事業の展開を図っていく。

30,415


